
　
厳
し
い
冬
が
よ
う
や
く
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
境
内
の
桜
や
梅
の
花
芽
も
ふ
く
ら

み
、
冷
た
い
風
の
中
に
も
、
少
し
ず
つ
春
の
気
配

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
外
の
景
色

は
ま
だ
寒
さ
を
残
し
て
い
て
も
、
い
の
ち
は
内
側

か
ら
確
か
に
春
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
力
を
内
に
宿
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
人
間
と
し
て
生
を
受
け
た

と
い
う
こ
と
は
、
仏
さ
ま
と
同
じ
心
、「
仏
心
」
を

与
え
ら
れ
て
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
と
、

大
本
山
永
平
寺
を
お
開
き
に
な
っ
た
道
元
禅
師
は

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
仏
心
に
は
、
自
分
の
い
の

ち
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
び
と
や
あ
ら
ゆ
る
存
在

を
大
切
に
す
る
思
い
や
り
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
も
私
た
ち
は
、「
自
分
な
ん
か
に
は
」「
ど

う
せ
無
理
だ
」
と
自
ら
を
卑
下
し
、
周
囲
の
声
に

影
響
さ
れ
て
、
そ
の
尊
い
心
を
見
失
い
が
ち
で
す
。

令和 8年 3月 15 日（日）発行

名
句

・
名
言
に
学
ぶ

（
令
和
八
年
三
月
～
五
月
）

　
　
　
　
　
　
春
の
到
来
と
と
も
に
、
お
寺
参
り
を
し
や
す
い
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
裏
面
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
お
寺
参
り

な
ど
の
際
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
休
憩
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
ま

し
た
。
日
常
を
離
れ
た
落
ち
着
い
た
時
間
を
是
非
大
安
寺
に
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。（
住
職
）

令
和
八
年
六
月
上
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

曹洞宗 圓祥山大安寺
住職：長岡 俊成
〒039-4401
青森県むつ市大畑町
本町 80 番地
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第 87号

◆「
月
例
写
経・写
仏
会
」（
予
約
不
要
）

日
時
―
三
月
二
十
二
日（
日
）、四
月
二
十
六
日（
日
）、

五
月
二
十
四
日（
日
）　
午
後
一
時
〜
三
時

内
容
―
ミ
ニ
法
話
〜
写
経・写
仏
〜
茶
話
会

場
所
―
中
広
間　
参
加
費
―
五
百
円　
　
備
考
―
椅
子
席

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時
―
四
月
五
日（
日
）・十
九
日（
日
）、五
月
三
日（
日・祝
）・十
七
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時
十
五
分　
※
坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容
―
禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
法
座

場
所
―
本
堂　
参
加
費
―
無
料　
備
考
―
椅
子
坐
禅
可
能

服
装
―
動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

（
令
和
八
年
三
月
～
五
月
）

各
種
講
座
の
ご
案
内

■
令
和
八
年
三
月
十
五
日（
日
）午
前
十
一
時
〜

「
涅
槃
会
法
要
」（
本
堂
）午
前
十
一
時
〜
正
午

※
お
釈
迦
さ
ま
の
入
滅（
涅
槃
）に
ち
な
み
、報
恩
感
謝
す
る
法
要
で
す
。

■
令
和
八
年
三
月
二
十
日（
金・春
分
の
日
）午
前
十
一
時
〜

「
春
季
彼
岸
会
法
要
」（
本
堂
）

※
同
日
午
後
二
時
よ
り
、「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」※
荒
天
時
は
本
堂
に
て

■
令
和
八
年
五
月
六
日（
水・振
替
休
日
）午
前
十
一
時
〜

「
釈
尊
降
誕
会
法
要
」（
本
堂
）

第
六
十
二
回

Ｑ
．
家
に
仏
壇
を
置
い
た
ら
ど
の
よ
う
な
心

構
え
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
．
仏
壇
は
設
置
す
れ
ば
、
あ
と
は
何
も
し

な
く
て
も
よ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
に
は
ご
本
尊
さ
ま
で
あ
る
お
釈
迦
さ
ま
や

道
元
禅
師
さ
ま
、
瑩
山
禅
師
さ
ま
を
は
じ
め
、

亡
く
な
ら
れ
た
家
族
、
ご
先
祖
さ
ま
を
お
祀

り
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
こ
と
が

肝
心
な
こ
と
と
な
っ
て
き
ま
す
。
仏
壇
の
構

造
は
様
々
な
種
類
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

多
く
は
仏
さ
ま
を
祀
る
寺
院
の
構
造
を
そ
の

ま
ま
縮
小
し
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
お

寺
の
本
堂
内
の
丸
柱
や
ご
本
尊
さ
ま
が
す
わ

る
須
弥
壇
、
欄
間
の
飾
り
な
ど
、
同
じ
構
造

を
持
っ
て
お
り
、
お
花
や
供
物
な
ど
も
同
様

に
お
供
え
す
る
こ
と
か
ら
、「
小
さ
な
寺
院
」

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
宅
に
菩
提

寺
同
様
に
仏
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す

か
ら
、
そ
の
仏
壇
に
向
か
っ
て
毎
日
お
つ
と

め
、
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
手
を
あ
わ
せ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
そ
こ
が
清
浄
に
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
気
を
配
っ
て
つ
と
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
出
典
：「
仏
事
Ｑ
＆
Ａ
曹
洞
宗
」（
編
：
曹

洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）

木
々
た
ち
が
「
冬
は
ま
だ
庭
に
い
る
、
ま
だ

雪
が
降
っ
て
い
る
」
と
言
お
う
と
も
、
春
は

い
る
、
私
の
心
の
中
に
春
は
い
る
。

　
　
　
　
　
（
詩
人　
イ
ワ
ン
・
ヴ
ァ
―
ゾ
フ
）

大安寺公式 LINE
登録者募集中！

各種行事のご案内のほか、
ご法事の予約、 仏事相談も

承ります。

お
知
ら
せ

　
大
安
寺
境
内
に
お
い
て
、
昨
年
十
二
月
八
日
に
発

生
し
た
青
森
県
東
方
沖
地
震
の
揺
れ
に
起
因
す
る
竿

石
の
ズ
レ
や
転
落
が
三
十
基
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
雪
解
け
次
第
、
当
寺
よ
り
委
託
し
た
石
材
店

に
よ
り
順
次
修
復
作
業
を
行
い
ま
す
。
念
の
た
め
、

ご
自
身
で
被
害
を
確
認
し
た
方
は
寺
務
所
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

青
森
県
東
方
沖
地
震
に
よ
る
墓
石
損
壊
に

つ
い
て

し
か
し
、
仏
教
を
お
開
き
に
な
っ
た
お
釈
迦
さ
ま
、

道
元
禅
師
、
大
本
山
總
持
寺
を
お
開
き
に
な
っ
た

瑩
山
禅
師
へ
と
相
続
さ
れ
て
き
た
正
伝
の
仏
法
は
、

坐
禅
の
実
践
を
通
し
て
得
ら
れ
た
身
と
心
の
や
す

ら
ぎ
こ
そ
が
仏
の
姿
で
あ
る
と
教
え
て
い
ま
す
。

　
坐
禅
に
よ
り
実
現
す
る
仏
心
に
基
づ
き
、
行
住

坐
臥
、す
な
わ
ち
歩
く
と
き
も
、と
ど
ま
る
と
き
も
、

坐
る
と
き
も
、
休
む
と
き
も
、
日
々
の
生
活
す
べ

て
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
そ
の
積
み
重
ね
の
中
に

こ
そ
、
人
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
の
世
の
価
値
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
冬
の
厳
し
さ
が
木
々
を
鍛
え
、

見
え
ぬ
と
こ
ろ
で
根
を
深
く
張
ら
せ
る
よ
う
に
、

人
も
ま
た
、
試
練
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

生
き
方
を
深
め
、
心
を
磨
く
こ
と
で
、
よ
り
良
き

人
間
へ
と
成
長
し
て
い
く
の
で
す
。
試
練
は
決
し

て
無
駄
で
は
な
く
、
や
が
て
大
き
な
花
を
咲
か
せ

る
力
と
な
り
ま
す
。

　
春
＝
仏
と
し
て
の
生
き
方
は
遠
く
に
あ
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
内
に
あ
る
仏
心
を
信

じ
、
試
練
に
向
き
合
い
、
今
日
一
日
を
丁
寧
か
つ

大
切
に
生
き
る
と
こ
ろ
に
、
す
で
に
仏
と
し
て
の

生
き
方
が
実
現
し
て
い
る
の
で
す
。  　
　
　
合
掌

曹洞宗テレホン法話
曹洞宗宗務庁運営

0120-508-740
携帯の方は 03-3454-5410

曹洞宗テレホン法話
「心の電話」

東北管区教化センター運営

022-341-1531

「花は無心に咲く」
（3 月 21日～ 31日）

住職担当分

【
維
持
費
納
入
に
つ
い
て
】

令
和
七
年
度
分
維
持
費
（
五
千
円
）
の
納
入
が

お
済
み
で
な
い
方
、
ま
た
、
お
手
元
に
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
払
込
取
扱
票
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
当

寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
最
終
納
付
期
限
は

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
で
す
）
な
お
、
令
和

八
年
度
分
維
持
費
関
係
書
類
は
令
和
八
年
六
月

末
か
ら
郵
送
も
し
く
は
各
地
区
役
員
さ
ん
を
通

し
て
お
手
元
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

花
ま
つ
り

行
事
予
告

　
　
お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
恒
例
行
事
を

　
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
：
令
和
八
年
五
月
六
日
（
水
・
振
替
休
日
）

　
午
前
九
時
〜
午
後
三
時

○
釈
尊
降
誕
会
法
要　
午
前
十
一
時
〜
（
本
堂
に
て
）

○
甘
茶
か
け
（
本
堂
前
に
て
）

※
先
着
百
名
さ
ま
に
、
甘
茶
パ
ッ
ク
（
お
子
さ
ま
向
け
）
を
進
呈

○
花
ま
つ
り
お
茶
会
（
大
広
間
に
て
）

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ル
シ
ェ

〇
奉
納
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ル
シ
ェ
出
店
要
項

・
出
店
料
：
千
円
／
区
画
：2m

×2m

程
度
※
テ
ン
ト
・

椅
子
・
机
は
ご
自
身
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
屋
外
で
の
実
施
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
雨
天
時
は

会
場
が
屋
内
に
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
申
し
込
み
は
、
四
月
三
十
日
（
木
）
ま
で
に
、

メ

ー

ル
（daianji2009@

gm
ail.com

）、Fax

（0175-34-6426

）、電
話
（080-2042-8337

）
に
て
、

「
グ
ル
ー
プ
名
」「
代
表
者
氏
名
」「
電
話
番
号
」「
主

な
販
売
物
」
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

け
い


